
　

小
松
高
校
12
回
卒

　
（
右
か
ら
）
中
山
賢
一
、
岸
甫
、

　
　
　
小
村
佐
一
郎
、
木
崎
馨
山
の
各
氏

　

質
実
剛
健
、
文
武
両
道
、
猪
突
猛
進
、

自
由
闊
達
、
自
主
自
立　

こ
れ
ら
小
松
高

校
の
校
風
は
、
個
性
溢
れ
る
先
生
方
と
卒

業
生
に
よ
っ
て
養
わ
れ
築
か
れ
て
き
た
実

績
で
あ
ろ
う
。

　

令
和
２
年
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
の

小
松
市
文
化
賞
贈
呈
式
で
小
松
高
校
12
回

卒
の
同
期
の
「
悪
ガ
キ
」
が
久
し
ぶ
り
に

顔
を
合
わ
せ
た
。

　

中
山
賢
一
は
、
小
松
マ
テ
ー
レ
㈱
会
長

と
し
て
の
激
務
に
加
え
幾
多
の
公
務
も
こ

な
し
、
木
場
潟
の
環
境
保
全
や
次
世
代
の

環
境
教
育
な
ど
に
も
貢
献
し
、
令
和
２
年

の
小
松
市
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。
胸
の
バ

ラ
が
よ
く
似
合
う
。｢

我
以
外
、皆
我
が
師

な
り｣ 
が
信
条
の
熱
血
漢
で
あ
る
。

　

小
村
佐
一
郎
は
、
小
松
市
で
先
代
か
ら

の
伝
統
あ
る
商
店
を
継
ぎ
、
梱
包
材
な
ど

を
扱
う
㈱
コ
ム
ラ
の
経
営
者
。
中
山
の
小

松
マ
テ
ー
レ
も
重
要
な
納
入
先
の
一
つ
と

い
う
。
地
元
に
根
を
張
り
、
同
期
の
仲
間

達
か
ら
も
頼
り
が
い
の
あ
る
要
で
あ
る
。

　

木
崎
馨
山
は
、
縄
文
時
代
の
神
ま
つ
り

の
霊
地
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
那
谷
寺
の
住

職
で
、
白
山
開
山
１
３
０
０
年
に
際
し
発

行
さ
れ
た
「
那
谷
寺
の
歴
史
と
白
山
・
泰

澄
」
の
著
者
で
あ
る
。
自
然
の
摂
理
を
尊

び
白
山
を
愛
し
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
も
親
交

が
あ
る
と
い
う
。
チ
ベ
ッ
ト
や
ラ
オ
ス
な

ど
の
世
界
の
恵
ま
れ
な
い
子
供
達
に
も
手

を
差
し
伸
べ
て
い
る
。

　

岸
甫
は
、
フ
ァ
ナ
ッ
ク
㈱
の
専
務
取
締

役
社
長
補
佐
を
経
て
現
在
顧
問
。
ロ
ボ
ッ

ト
や
工
作
機
械
を
自
動
運
転
す
る
数
値
制

御
技
術
の
開
発
と
普
及
の
先
頭
に
立
っ
て

い
た
。
引
退
後
の
73
歳
か
ら
絵
画
に
挑
戦

し
た
。
二
科
展
、
旺
玄
会
展
、
サ
ロ
ン
・

ド
ト
ー
ヌ
展
や
、
世
界
最
古
の
歴
史
あ
る

ル
・
サ
ロ
ン
２
０
２
１
展
に
も
入
選
し
、

自
他
共
に「
半
信
半
疑
」。
ど
の
顔
も
79
歳

の
後
期
高
齢
者
に
は
見
え
な
い
。

（
文
中
敬
称
略
、
岸
甫
・
記
）


